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小児成人病予防健診と事後指導は動脈硬化の

危険因子を減らせるか

10歳時における介入に関する3年後の追跡調査

柳 久子 田中 真理 平野 千秋 戸村 成男

島倉 八恵 吉原 主 浜口 秀夫 土屋 滋

　小児期における，肥満や高脂血症に対する指導（介入）の効果を検討するため，10歳時に小児成人病予防

健診を受診し，肥満や高脂血症に対する生活指導を中心とした事後指導を受けた小児を3年後に追跡調査

し，非介入地区の小児と比較した。

　1)　13歳時における介入地区女児のHDL-Cの平均値は，非介入地区女児より有意に高く，動脈硬化指

数の平均値は有意に低かった。また，介入地区における13歳時の血圧の平均値は，非介入地区に比べて有意

に低かった。

　2)　10歳時に肥満度が40％以上あり，指導（介入）を受けた肥満小児は，介入を受けなかった肥満度40％

以上の小児に比べて，3年後に肥満度正常となった者が有意に多かった。

　3)　10歳時に肥満度が20％以上あり，指導（介入）を受けた肥満女児では，介入を受けなかった肥満女児

に比べて，3年後に肥満度が低下した者が有意に多かった。

　4)　女児の場合，身長140 cm程度を境として，肥満に対する指導（介入）の効果が減弱することが示唆

された。

　5)　男児においては，10歳時における介入に明らかな効果を認めなかった。しかし，3年間に身長が20

cm以上伸びた肥満男児では，肥満が改善した者が有意に多かった。

　6)　男女とも，肥満が改善した小児においては，改善しなかった小児に比べ，13歳時の動脈硬化指数が有

意に低かった。

　以上より，肥満や高脂血症に対する介入の効果には性差があり，10歳時における介入は，女児に対しては

有効であることが示唆された。
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